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塩
沢
の
河
井
継
之
助
記
念
館
に

は
、
河
井
継
之
助
が
息
を
ひ
き
と
っ

た
終
焉
の
間
が
当
時
の
ま
ま
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
慶
応
四
年（
一
八
六
八
）

八
月
十
二
日
、
継
之
助
は
只
見
か
ら

若
松
に
向
か
っ
て
出
発
、
途
中
塩
沢

の
医
師
矢
沢
宗
益
宅
に
投
宿
し
ま

す
。
重
症
の
身
で
若
松
へ
発
つ
こ
と

が
か
な
わ
ず
、
八
月
十
六
日
矢
沢
家

の
一
室
で
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
こ
の
当
時
の
矢
沢
家
の
家
族
状
況

を
見
て
み
る
と
、
医
師
宗
益
（
六
五

歳
）
と
妻
キ
サ
（
五
二
歳
）
は
健
在

で
す
が
、
長
男
の
宗
順
（
医
師
）
の

存
在
は
不
明
で
、
死
亡
し
て
い
る
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。
宗
順
の
長
男
宗

篤
（
一
七
歳
）
は
医
師
の
修
行
中
で
、

こ
こ
に
宗
益
の
次
男
新
角（
三
八
歳
）

が
同
居
し
て
お
り
四
人
家
族
だ
っ
た

よ
う
で
す
。
新
角
は
宗
篤
が
若
い
た

め
、
そ
の
後
見
役
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。『
明
治
備
忘
録
』（
塩
沢
・

岩
渕
家
文
書
）
に
、「
御
家
老
河
井

継
之
助
殿
手
負
ニ
テ
当
地
山
崎
矢
沢

新
角
方
御
滞
在
中
死
亡
セ
ラ
ル
」
と

あ
り
ま
す
。
こ
の
記
述
か
ら
宗
益
が

隠
居
の
身
で
あ
り
、
新
角
は
戸
主
役

の
立
場
で
、
長
岡
藩
の
大
殿
牧
野
忠

恭
の
休
憩
の
折
や
継
之
助
滞
在
中
に

お
け
る
諸
々
の
対
応
に
あ
た
っ
て
い

た
こ
と
が
伺
わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
後
、
宗
篤
は
祖
父
宗
益
・
父

宗
順
の
跡
を
継
ぎ
、
馬
場
順
誠
（
旧

南
郷
村
下
山
）
や
佐
藤
寛
斎
（
長
岡

藩
）
に
医
術
を
学
び
医
師
と
し
て
地

域
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
長
女
ア
サ

イ
に
金
山
町
滝
沢
か
ら
渡
部
久
吾
を

養
子
に
迎
え
、
そ
の
長
男
が
伊
織
で

あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
長
男
が
大
二
と

な
り
ま
す
。

　
大
正
六
年
は
、
河
井
継
之
助
の
五

十
年
忌
に
当
た
り
ま
す
。
そ
れ
を
記

念
し
て
宗
篤
は
河
井
継
之
助
の
建
碑

を
計
画
、
大
正
四
年
十
二
月
、
自
ら

発
起
人
と
な
っ
て
運
動
を
は
じ
め
ま

す
。
し
か
し
こ
の
計
画
は
実
現
す
る

こ
と
な
く
、
宗
篤
は
昭
和
十
一
年
十

月
に
亡
く
な
り
ま
す
。
宗
篤
の
思
い

は
、
久
吾
と
伊
織
親
子
に
引
き
継
が

れ
、
昭
和
十
二
年
の
継
之
助
七
十
年

忌
の
記
念
事
業
と
し
て
、
矢
沢
家
の

庭
に
「
河
井
継
之
助
君
終
焉
之
地
」

の
碑
が
建
立
さ
れ
、
盛
大
な
除
幕
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
三
十
七
年
、
滝
ダ
ム
建
設
に

よ
っ
て
、
塩
沢
集
落
の
ほ
と
ん
ど
が

水
没
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時

の
当
主
で
あ
っ
た
伊
織
が
、
宗
益
以

来
四
代
に
わ
た
っ
て
守
っ
て
き
た

「
河
井
継
之
助
終
焉
の
家
」
を
自
分

の
代
で
な
く
し
て
は
先
祖
に
申
し
訳

な
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
と

語
ら
れ
た
の
を
筆
者
は
記
憶
し
て
い

ま
す
。
伊
織
は
記
念
碑
と
と
も
に
家

い
ま
残
し
て
お
き
た
い
只
見
と
っ
て
お
き
の
話 
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河
井
継
之
助
を
守
り
継
い
だ
矢
沢
家
の
人
々 ―

▲河井継之助終焉の家の
　保存に尽力した矢沢伊織

▲水没前の矢沢家

屋
全
部
を
移
転
保
存
す
る
た
め
の
補

償
を
、
電
源
開
発
株
式
会
社
に
再
三

に
わ
た
っ
て
求
め
ま
し
た
が
、
家
屋

の
歴
史
的
な
価
値
は
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
結
局
、
記
念
碑
の
み
を

補
償
対
象
と
し
、
矢
沢
家
の
所
有
物

と
し
て
は
認
め
ら
れ
ず
、
町
が
補
償

の
当
事
者
と
な
っ
て
記
念
碑
の
移
転

が
す
す
め
ら
れ
た
の
で
す
。
伊
織
は

止
む
な
く
全
家
屋
の
移
転
を
諦
め
、

終
焉
の
間
の
み
を
切
り
離
し
て
、
移

転
先
の
新
築
住
宅
に
接
続
さ
せ
て
移

築
保
存
し
た
の
で
す
。
そ
の
後
、
伊

織
の
長
男
大
二
が
跡
を
継
ぎ
、
終
焉

の
間
に
継
之
助
関
係
の
収
集
品
や
医

師
の
道
具
類
を
展
示
し
一
般
に
公
開

し
て
い
ま
し
た
。

　
町
で
は
昭
和
四
十
一
年
、
矢
沢
家

に
隣
接
す
る
高
台
に
土
地
を
造
成

し
、
記
念
碑
を
移
転
し
て
小
さ
な
記

念
館
を
建
て
ま
す
が
、
準
備
に
時
間

を
要
し
、
昭
和
四
十
七
年
に
よ
う
や

く
「
河
井
記
念
館
」
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
し
か
し
「
終
焉
の
間
」
は

矢
沢
家
に
あ
り
、
見
学
者
に
と
っ
て

は
不
便
な
状
態
で
し
た
。平
成
三
年
、

矢
沢
家
の
好
意
に
よ
り
、
土
地
家
屋

の
一
切
が
町
に
移
管
さ
れ
て
、
平
成

五
年
に
現
在
の
「
河
井
継
之
助
記
念

館
」
が
建
設
さ
れ
ま
す
。
も
と
の
記

念
館
は
「
山
塩
記
念
館
」
と
な
り
、

二
つ
の
歴
史
観
光
施
設
が
で
き
あ

が
っ
た
の
で
す
。

　
只
見
川
電
源
開
発
当
時
、
伊
織
氏

の
熱
意
と
英
断
が
な
け
れ
ば
、
終
焉

の
家
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
湖
底
に
沈

む
運
命
で
し
た
。
現
在
の
河
井
継
之

助
記
念
館
が
只
見
町
に
あ
る
の
は
、

矢
沢
家
が
五
代
に
わ
た
っ
て
守
り
受

け
継
い
で
き
た
熱
い
思
い
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
と
い
え
ま
す
。


